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◆第14回再生可能エネルギー世界展
示会／ RENEWABLE ENERGY 2019
▷会期：2019年7月10日（水）～ 12日

（金）▷会場：パシフィコ横浜（神奈
川県横浜市西区みなとみらい1-1-1）
▷参加費：無料（登録入場制）▷主
催：再生可能エネルギー協議会/問
合せ先：03-5297-8855（シ－・エヌ・
ティ）

◆PV2019 太陽光発電展示会＆フ
ォーラム
▷会期：2019年7月10日（水）～ 12日

（金）▷会場：パシフィコ横浜（神奈
川県横浜市西区みなとみらい1-1-1）
▷参加費：無料（登録入場制）▷主
催：フジサンケイビジネスアイ／シ
ー・ エ ヌ・ テ ィ /問 合 せ 先：03-
5297-8855（シ－・エヌ・ティ）

◆ メ ン テ ナ ン ス・ レ ジ リ エ ン ス
TOKYO（第43回 プラントメンテ
ナンスショー／第1回 再資源化・
産業廃棄物処理展ほか）
▷会期：2019年7月24日（水）～ 26日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト（東京都
江東区有明3-11-1）▷入場登録料（予

定）：3,000円（招待状持参者、事前
登録者、官庁・地方公共団体、学生
は登録無料）▷主催：一般社団法人
日本能率協会/問合せ先：来場者ヘ
ルプデスク03-6809-2707（ケイ・ス
リー・クリエーション）

◆下水道展'19横浜
会期：8月6日（火）～ 9日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初
日開館10：30 ／最終日閉館16：
00）▷会場：パシフィコ横浜 展
示ホールA ～ D ／アネックスホ
ール（神奈川県横浜市西区みなと
みらい1-1-1）▷主催：公益社団
法人日本下水道協会/問合せ先：
下水道展事務局03-6808-9380

◆エネルギーイノベーションジャパン
／ Smart Energy Japan WEST 2019
会期：8月27日（火）～ 28日（水）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷
会場：マイドームおおさか（大阪
市中央区本町橋2番5号）▷参加
費：3,000円（税込、招待状持参
者、Webでの事前来場登録者は無
料）▷主催：一般財団法人省エネ
ルギーセンター／ JTBコミュニ
ケーションデザイン/問合せ先：
JTBコミュニケーションデザイン
03-5657-0762

●Japan CCS フォーラム 2019
▷会期：2019年6月12日（水）▷開催時
間：【フォーラム】10：00 ～ 17：35

（開場9：30 ～）／【意見交換会】18：
00 ～ 19：30▷会場：イイノホール＆
カンファレンスセンター A会議室（フ
ォーラム） B会議室（意見交換会）東京
都千代田区内幸町2-1-1▷参加費：無
料（意見交換会：3,000円）▷主催：グ
ローバルCCSインスティテュート

●太陽光発電 不安解消セミナー
会期：7月3日（水）▷開催時間：
19：00 ～ 20：30▷会場：サニー
貸会議室（千代田区内神田3-4-11 
サニー南神田ビル）▷対象：産業
用太陽光発電事業の継続に不安
を感じている発電事業者▷参加
費：無料（要事前申込）▷申込先：
http://c.bme.jp/18/2528/178/1652
▷主催：一般社団法人新エネル
ギー O&M協議会/問合せ先：info@
pvom.jp

●新橋まちなか大学院 —未来のための
シルバー・デモクラシー講座—　再
生可能エネルギー社会を孫にのこす
▷講師：佐藤彌右衛門氏（大和川
酒造 第9代当主＆会津電力代表
取締役社長）▷会期：2019年7月8

日（月）▷時間：14:00 ～ 16:00
（開場13:30 ／閉場16:30）▷会
場：国際善隣会館5階会議室（東
京都港区新橋1-5-5）▷参加費：
2,000円（事前登録制）▷登録サイ
ト：www.kofuza.jp/0708/▷ 主
催：一般社団法人洸楓座/問合せ
先：ksato@efco-dot-jp.com

●2019年度NEDO次世代電池・水
素成果報告会
▷会期：2019年7月18日（木）・19
日（金）▷会場：東京ビッグサイ
ト 会議棟1階 レセプションホー
ルA・B（口頭発表）／ 101会議室・
102会議室（ポスター発表）▷参加
費：無料（事前登録制）▷主催：
国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）/問
合せ先：044-520-5261

●分散型エネルギー関係団体共同
イベント『地域型バイオマスフ
ォーラム』－バイオマス分散型
エネルギー創出による地域サー
ビスを考える－
会期：7月19日（金）▷開催時間：
13：00 ～ 17：00（開場11：30 ～）
▷会場：国立オリンピック記念
青少年総合センター セミナーホ
ール（東京都渋谷区代々木神園町

3-1 センター棟 4階）▷参加費：
一般 2,500円／共催団体の会員・
学生 1,500円▷主催：（一社）日
本有機資源協会／バイオガス事
業推進協議会／（一社）日本木質
バイオマスエネルギー協会／（一
社）日本サステイナブルコミュニ
ティ協会／（一社）日本シュタッ
トベルケネットワーク／ NPOバ
イオマス産業社会ネットワーク
／ NPO農都会議/問合せ先・参加
申込先：https://719forum.peat
ix.com

●再生可能エネルギー 木質バイオマ
スエネルギー利用について　まつだ
森のエネルギー革命シンポジウム
会期：7月21日（日）▷開催時間：
13：00 ～ 16：40（開場12：30 ～）
▷会場：松田町役場 1階 1A・B
会議室（神奈川県足柄上郡松田町
松田惣領2037番地）▷参加費：無
料（事前申込不要）▷主催：一般
社団法人エネルギーから経済を
考える経営者ネットワーク/問合
せ先：松田町 環境上下水道課環
境係0465-83-1227

新エネルギー関連
イベントカレンダー（6月～ 8月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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▼
地
域
の
未
来
を
構
想

先
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
番

組
で
感
銘
を
受
け
た
。
愛
媛

県
の
南
東
地
区
に
、
住
家
の

苗
字
が
、
魚
、
漁
具
、
野
菜

と
な
っ
て
い
る
村
落
が
あ
る

と
い
う
。
鈴
木
、
浜
地
、
木

網
、
麦
田
、
大
根
、
粟
野
、

な
ど
で
あ
る
。
明
治
政
府
に

よ
る
戸
籍
法
制
定
で
、
苗
字

を
村
民
全
員
が
も
つ
時
代
に

な
る
の
で
、
そ
の
地
の
浦
和

盛
三
郎
と
い
う
若
い
地
主

が
、
住
民
と
相
談
し
て
、
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
新
し

い
苗
字
を
考
え
た
と
い
う
。

大
型
魚
は
ま
だ
捕
獲
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
ス
ズ
キ

（
→
鈴
木
さ
ん
）、
ハ
マ
チ

（
→
浜
地
さ
ん
）
と
名
づ

け
、
漁
獲
対
象
と
し
た
と
い

う
。
野
菜
の
名
前
は
、
連
作

を
嫌
い
、
多
く
の
種
類
の
野

菜
を
耕
作
す
る
よ
う
に
苗
字

に
し
た
の
だ
と
い
う
。
結

果
、
こ
の
地
の
産
業
は
、
浦

和
盛
三
郎
の
構
想
通
り
に
発

展
し
た
。
当
時
に
す
で
に
捕

獲
・
加
工
・
販
売
の
６
次
化

の
た
め
、
住
民
た
ち
の
手

で
、
棟
長
40
㍍
も
の
加
工
施

設
が
建
て
ら
れ
、
い
ま
も
現

存
し
、
こ
う
し
た
気
運
を
引

き
つ
ぎ
先
進
的
な
地
域
産
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｖ
番
組
で
は
、
浦
和
盛

三
郎
が
、
住
民
と
合
意
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
様
子
を
ア

ニ
メ
で
表
現
し
て
い
た
。
苗

字
の
制
定
を
切
っ
掛
け
に
、

地
域
の
未
着
手
の
資
源
を
活

か
し
、
他
地
域
、
さ
ら
に
外

国
（
こ
の
Ｔ
Ｖ
番
組
で
は
英

国
）
に
負
け
な
い
よ
う
に
構

想
し
、
事
業
化
し
た
と
い

う
。
時
代
を
先
取
り
す
る
に

は
、
魁
と
な
る
要
人
と
、
そ

れ
を
支
え
る
住
民
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
。

▼
地
方
再
生
は
経
済
自
立

地
方
再
生
・
地
方
創
生

は
、
国
の
重
要
な
政
策
で
、

担
当
大
臣
に
よ
り
、
東
京
一

極
集
中
の
問
題
解
決
と
地
方

振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
途
半
ば
で
あ
る
。

筆
者
は
、「
ふ
る
さ
と
快
活
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
慢
性

化
し
て
い
る
。
地
方
の
地
域

活
性
化
に
、
幾
分
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
印
象
を
与
え
、
皆
が

手
を
つ
な
ぐ
機
会
に
刺
激
を

与
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

筆
者
は
、
地
方
の
魅
力
や

特
長
は
、
何
と
い
っ
て
も
都

市
部
に
比
べ
土
地
の
広
さ
、

さ
ら
に
自
然
と
の
関
わ
り
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
大
地

や
森
林
、
海
水
面
に
根
差
し

た
食
と
暮
ら
し
、
さ
ら
に
太

陽
や
風
な
ど
と
の
ふ
れ
あ
い

で
あ
る
。
古
く
か
ら
「
木
火

土
金
水
」
と
も
い
わ
れ
る
思

い
か
も
し
れ
な
い
。

▼
故
郷
自
慢
プ
レ
ゼ
ン
会

最
近
、
故
郷
を
自
慢
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
な
み
へ
い
故
郷

自
慢
プ
レ
ゼ
ン
会
」
が
、
東

京
の
神
田
の
「
全
国
う
ま
い

も
の
交
流
サ
ロ
ン
／
な
み
へ

い
」
で
行
わ
れ
た
。
夕
６
時

半
か
ら
10
時
ま
で
、
35
人
が

参
集
し
た
。

最
初
は
、
秋
田
県
東
成
瀬

村
出
身
の
佐
藤
時
子
さ
ん
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
プ
レ
ゼ

ン
は
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
が
、
千
葉
の
淑
徳
大

学
の
学
生
が
上
手
に
ス
ラ
イ

ド
を
つ
く
っ
て
く
れ
、
愛
郷

と
自
慢
に
満
ち
た
地
元
密
着

の
プ
レ
ゼ
ン
に
は
、
感
激
し

た
。
秋
田
の
自
然
と
伝
統
が

ま
ぶ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

二
人
目
の
岩
手
県
盛
岡
市

出
身
の
山
崎
慈
三
さ
ん
は
、

杜
と
水
の
盛
岡
の
自
慢
が
満

載
で
あ
っ
た
。
地
名
の
歴

史
、
政
治
経
済
文
学
芸
能
ス

ポ
ー
ツ
の
出
身
者
、
名
産

品
・
観
光
・
温
泉
地
な
ど
を

巧
み
に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
人

口
30
万
の
県
都
は
、
奥
行
き

が
深
い
。
地
方
都
市
の
魅
力

に
満
ち
て
い
る
。

三
人
目
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、

や
は
り
県
都
の
長
野
県
長
野

市
出
身
の
現
役
女
子
大
生
、

前
島
玲
美
さ
ん
。
テ
ン
ポ
も

構
成
も
よ
く
、
聞
き
手
を
引

き
込
む
プ
レ
ゼ
ン
で
、
若
さ

が
感
じ
ら
れ
た
。
地
元
、
長

野
に
密
着
し
た
、
参
加
体
験

型
の
穴
場
観
光
を
披
露
し
て

く
れ
た
。

「
な
み
へ
い
」
の
故
郷
自

慢
で
は
、
郷
土
の
食
自
慢
も

体
験
で
き
る
。
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
も
一
つ
新
機
軸

と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
快

活
」
の
考
え
と
一
致
す
る
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
地

域
に
果
た
す
大
学
と
大
学
生

の
役
割
に
つ
い
て
、
現
役
教

授
が
、
大
学
の
今
日
的
教
育

理
念
と
関
係
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
担
当
は
、
淑
徳
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の

芹
澤
高
斉
さ
ん
で
、「
人
と

人
、
人
と
地
域
を
つ
な
げ
る

観
光
～
観
光
ま
ち
づ
く
り
と

教
育
～
」
で
、
興
味
深
い
講

演
で
あ
っ
た
。

大
学
の
教
育
は
、
教
員
の

指
導
以
上
に
、
学
生
と
の
二

人
三
脚
が
結
果
を
つ
く
る
。

そ
の
広
が
り
は
、
学
生
同
士

の
二
人
三
脚
、
学
生
と
地
域

住
民
と
の
二
人
三
脚
と
も
な

り
得
る
。

▼
地
域
資
源
・

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

持
続
可
能
性
と
い
う
言
葉

の
裏
で
、
も
は
や
、「
持
続

可
能
」
よ
り
も
「
存
続
」
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
変
革

さ
え
で
き
れ
ば
そ
の
危
機
は

乗
り
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

事
態
は
、
日
本
の
国
の
問

題
で
も
あ
る
。
欧
州
と
く
に

北
欧
か
ら
の
意
識
改
革
の
気

流
が
流
れ
届
い
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
保
守
性
と
現
状
維

持
や
御
都
合
主
義
、
あ
る
い

は
科
学
技
術
へ
の
過
信
な
ど

が
、
対
応
を
遅
ら
せ
て
い

る
。
経
済
的
制
裁
や
不
都
合

が
現
れ
て
か
ら
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
先
駆
的
な
選
択

と
対
応
が
望
ま
れ
る
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
と
千

葉
大
学
倉
阪
研
究
室
の
「
永

続
地
帯
２
０
１
８
年
度
版
報

告
書
」
は
、
①
食
料
自
給
率

が
１
０
０
㌫
を
超
え
た
市
町

村
は
５
６
６
市
町
村
、
②
１

ら
、
浦
和
盛
三
郎
の
よ
う
な

未
来
志
向
の
首
長
や
議
員
の

存
在
が
い
れ
ば
、「
ふ
る
さ
と

快
活
」
へ
の
ア
ク
セ
ル
を
踏

め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

０
０
㌫
エ
ネ

ル
ギ
ー
永
続

地
帯
は
１
０

０
市
町
村
、

③

②

の

う

ち
、
58
市
町

村
が
食
料
自

給
率
で
も
１

０
０
㌫
を
超

え
て
い
る
、

と
報
告
し
て

い
る
。

食
料
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
が

自
給
で
き
る

の
で
あ
る
か

秋田県出身の佐藤さんのスライド

長野市出身前島さんのプレゼン


